

































































































































































































ンチメンタル・ジャーニー A sentimental journey through France and
 
Italy』（1768）のスターン（L.Sterne,1713-1768）の『トリストラム・シャ









































































































































































































































































































には、理性の萌芽が据えられていて（ein Keim von Vernunft gelegt
 
sei）、これゆえに人間は、その萌芽が発達するとき社会生活をするよ

















































?? Es bleibt uns also, um dem Menschen in Sytem der lebenden Natur
 
seine Klasse anzuweisen und so ihn zu charakterisieren,nichts u?brig als:
daßer einen Charakter hat, den er sich selbst schafft, indem er ver-
mo?gend ist, sich nach seinen von ihm selbst genommenen Zwecken zu
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perfektionieren;wodurch er als mit Vernunftfa?higkeit begabtes Tier









広く定着した??。「理性的動物 animal rationale」の rationaleは名詞の
ratio（理性）の形容詞である。トマス・アクィナスの『神学大全』に






















































訳本（Thomas von Aquin Über Seiendes und Wesenheit, De ente et
 
essential, Lateinisch-Deutsch,Felix Meiner Verrlag,Roma,1976,28～29）















































































































?? 下川潔「ロック」（『哲学の歴史 第６巻 知識・経験・啓蒙【18世紀】』
中央公論新社、2008（2007年）、（83～167頁）所収）106頁。
?? 中才敏郎「ヒューム」253頁。












































































































































































































































































































































































































































































































































「人間とはなんであるか？」をめぐって、「理性的動物 animal  ratio-
nale」という概念を軸にしてカントの思想を紹介するにあたって、以下の
順に論を進めた。
１）「第二章」の後に挿入掲載した「論文・出版物一覧（その２）」の
続に続けて、カントの「批判」（クリティーク）はわれわれの日常語の批
判の意味とは異なることを述べた。カントの「批判」とは簡潔に言えば、
理性の「自己吟味」のことであること。２）「第三章 カントの４つの問
い」において、１．私はなにを知ることができるか？（形而上学の問い）/
２．私はなにをなすべきか？（道徳の問い）/３．私はなにを希望するこ
とが許されるか？（宗教の問い）/４．人間とはなんであるか？（人間学
の問い）。以上の４つの問いは、それぞれ『純粋理性批判』、『実践理性批
判』、『判断力批判』、『人間学』に対応すること。３）「第四章 理性的動
物の二重性」において、カントの基本的人間観を紹介した。人間は「動
物として、理性的動物として」地上に生きるものであること。カントの
「理性的動物」の概念は、素質としての意味と目指すべき理想としての意
味との二重の意味を有すること。
４）「第五章 カントの時代の哲学的環境の確認 １．「理性的動物」
という言葉の誕生とその意味の変遷」において、「人間は理性的動物ani-
mal rationaleである」という定義は、古代ギリシアのアリストテレスの
「言葉をもつ動物」（zoion logon echon）という人間の定義に由来するこ
と。「理性的動物 animal rationale」の意味は「理性を備えた動物」、「思
考能力を備えた動物」、「思考する生物」であること。「思考する生物」と
しての「理性的動物 animal rationale」は、カントの時代にはすでに、
動物の生態研究の発達の影響で、学問的な真理値を失っていたこと。し
かし、一般に依然として最も有効な人間の定義であったこと。５）「２．
カントの時代が直面した哲学上の２つの難題―?デカルトの合理論の身
体の問題とヒュームの経験論の懐疑の問題」において、カントが慨嘆す
るほどに、デカルトの合理論とヒュームの懐疑論のもたらした問題は深
刻であったこと。
６）「第六章 理性の能力の拡張と「理性的動物」の概念の転換 １．
デカルトの身体論とヒュームの懐疑論の超克」において、デカルトの人
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間の身体は物体であるという主張に対抗するためには、「人間は動物であ
る、ただし理性を備えた」という伝統的な通用命題が最も有効であつた
と思われること。しかし、思考と論理の人ヒュームの懐疑の超克のため
には、道徳の領域での人間の理性の能動的な力を証明することが必要で
あったこと。哲学者たちが、道徳の問題を哲学のテーマとして、全体的
に真剣に取り上げたことのない時代に、カントは理性の能力が理論の領
域と道徳の領域において、共に働くことを明らかにしたこと。そのこと
に伴って、理性の能力の新たな解明がなされ、拡張すること。ヒューム
の懐疑の根絶は、最終的にカントによる道徳的人格の実在性の証明に
よってなされること。このことを最も現実的な力を持って教える実践理
性の道徳的命法の「自分の人格のうちにも他のだれもの人格のうちにあ
る人間性を、自分がいつでも同時に目的として必要とし、決してただ手
段としてだけ必要としないように、行為せよ。」（『道徳形而上学の基礎づ
け』4-429、７巻65頁）を掲載した。
７）「２．カントの実践についての基本的な考え」において、カントに
よると、実践の概念は「技術的な実践」、「実用的な実践」それと「道徳
的な実践」の３つに区分されること。カントは、道徳の領域において、
「技術的な実践」と「実用的な実践」を一括りにして、これを理論的な領
域の実践と見なすこと。３つ目の「道徳的な実践」を人間に特有の自由
で自律した実践であると見なすこと。これによって、三分法的に区分さ
れは実践の概念は、道徳の領域において二分法的に区分されること。道
徳の領域での人間の「二重の性質」の思想はこのようにして、誕生する
こと。それは「（動物の種の一つとしての）感性的存在者」対「（単なる
理性的存在ではない）理性存在者」/「動物人間」対「理性人間」、という
対立構図で表現されること。
しかし、プラトンの「真似（ミーメーシス）」の文章作法に倣い、伝記
作家のヤハマンの登場を得て、この極端な対立の構図は道徳哲学の領域
に限ってのことであること。そのことの誤解のないように、カントの主
要な論文であり、カントの４つの問いに対応する残りの３つの論文の中
から１つずつ紹介した。①「私はなにを知ることができるか？」の問いに
対応する『純粋理性批判』には、われわれの「生の全体」は、「われわれ
の身体」、われわれの「感性的な動物的生」、それとわれわれの「純粋な
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精神的生」からなる、と述べられている。われわれの「生の全体」とは、
われわれ人間そのものを意味する。われわれは、身体と動物的生と精神
的生のどの一つを軽んじても、健全な人間として存在することが不可能
である。そうカントは述べる。②「私はなにをなすべきか？」に対応する
『実践理性批判』は、道徳の領域である。③「私はなにを希望することが
許されるか？」に対応する『判断力批判』には、「美」は人間のみが浴す
ることのできる「恩恵」である、と書かれている。「動物的であるがそれ
でも理性的な存在者、しかしまたたんに理性的ではなく、同時に動物的
でもある」人間にのみ与えられた「恩恵」である。カントはそう述べて
いる。④「人間とはなんであるか？」の問いに対応する『人間学』は、「実
用的な見地」から社会生活に役立つと考えられることを広範囲にわたっ
て取り上げる。社会一般の知識のレベルでの「技術的素質、実用的素質、
および人間の本質における道徳的素質」について取り上げている。しか
しそこでは、技術的素質と実用的素質を一括りにした上で道徳的素質と
の相違を二分法的に強調するという姿勢は見られない。そのいずれの発
達の段階においても３つの素質は、「理性的動物」としての人間を他のあ
らゆる「地球に生きる住民」から特徴的に際立たせると、述べられる。
そこでは、実践の三分法は当然のこととして、語られている。
８）「３．道徳の実践のみに与えられる「拡張の権能」について」にお
いて、カントのロックやヒュームの経験論との親和性。カント哲学は、
ロックの哲学姿勢、デカルト以来の合理論の体系性、それとヒュームの
因果論に対する、受容と対決と咀嚼の歳月の成果であることを述べた。
カントにおいて、道徳の実践には、感性的な世界の閉塞感からわれわれ
を解放する力があること。このようにしてカントによって道徳の実践は、
われわれの存在のあり方を拡張する。つまり、超感性的存在者（神）に
思いを馳せることを可能にすることが明らかになったのである。
おわりに
この度の論文はカントのことを出来るだけ多くの方々に知って頂きた
いと思って書き始めました。気軽に通読して頂ける日常の通用語で紹介
するように努めました。量的にも余り負担感のない様にと心掛けたつも
りです。しかし、いつの間にかこのようなことになっておりました。「人
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間とはなんであるか？」をめぐって、「理性的動物」という概念を軸にし
て、カントの人間観の紹介を試みました。その過程で、「理性的動物 ani-
mal rationale」のフレーズの誕生の経緯と意味の多義性、それと意味の
変遷が明らかになりました。「理性的動物 animal rationale」という言葉
は、「言葉をもつ動物」や「公に政治を論じる権利をもつ動物」にもなり
えたこと。「理性的動物 animal rationale」には「理性を備えた動物」、
「思考能力を備えた動物」更にはもっとあっさりと「思考する生物」の意
味があることを知りました。「思考能力」は人間以外の動物にも認められ
る以上、人間のみに固有な「道徳的な実践の素質」に基づいて、カント
の理想とする「理性的動物 animal rationale」とは、?道徳的な動物>を
意味することが明らかになりました。「理性的動物 animal rationale」
は、カントの理想とする人間観に最も相応しい意味を持つようになりま
した。拙論の「第六章 ３．道徳の実践のみに与えられる『拡張の権能』
について」の処でほんの少し触れたように、カントは、われわれは道徳
の実践によって頭の回転だけでは得ることのできない恩恵に浴すること
が出来ると言います。来世と神の存在を信じることが出来る道が開ける、
と言います。
カントは、日頃「誠実さ」を自分の最上の心構えにする人は「最も偉
大な才人よりも尊厳という点で間違いなく優っている」（『人間学』
7-295、15巻270頁）と述べます。このようなカントの言葉には、何かほっ
とさせられるものがあります。技術的な実践として、自立するために20
歳位までにはある程度の技能を身に着けておくのが良い。実用的な実践
として、40歳頃までには利巧で如才なく仕事を進め円満に生活するため
の社会性がどうにか身に着くであろうし、またそのようになるのが望ま
しい。道徳的な実践として、「徳の知恵に達する年代はほぼ60歳と設定
することができる」（『人間学』7-201、15巻132頁）。このように言って
います。『道徳の形而上学』の最後の処で、大変だと思うことこそ、余り
無理をしないのが良い。「元気な明るい心で」続けるのが良いと、深い愛
情をこめて若い学生たちに向かって語っています。まるでカント自身の
ことを話しているようです。『実践理性批判』の終わりの処で「たとえば
10歳の子供」のために、誠実のセンス、してよい事としてはいけない事
の道徳のセンスを磨くためのマニュアルをみんなで作り上げる努力を
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しょうと、呼びかけます。カントなりの具体的な案を提示したうえで、
次の世代を担う若い人たちに向かって声を掛けたりしています。そのよ
うな諸々のことが、カントの誠実やカントの道徳の内実を明らかにして
くれます。
カントは道徳の領域で、人間の性質を感性的性質と理性的性質とに二
分法的に峻別して見せます。しかし、この徹底した峻別は、われわれが
自分たちの生き方を考え、単なる感性的生から道徳的生へと自己の生の
拡張を希望するようになるための、カントの一つの布石であろう。極端
なまでのカントの誇張表現は、われわれの生を単なる感性的生の幸福か
ら道徳的生の幸福へと拡張的に導くための、誤解を恐れぬカントの情熱
の現れであろう。カントの思想に親しみカントの人柄を知るにつれて、
わたくしにはそのように思えてなりません。
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